
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

太田市家庭教育支援チーム 

 （呼称：くらら） 

 URL：https://www.npo-ccm.org/ 

 

②活動拠点 太田市新田福祉総合センター 

③活動範囲 太田市全域と近隣を含む 

④組織体制 

 

  41 人 

子育てサポーター 16 人  元教員 2 人  民生委員 2 人 

スクールカウンセラー 0 人  スクールソーシャルワーカー 0 人 

 

⑤活動開始年度 平成 18 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

くらら 

（TEL）070-5599-2160  （E-mail）ccm-jimu07@y-mobile.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（スタッフ養成講座） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.npo-ccm.org/?page_id=110#kosodate_oota


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇子育て支援「くらら」 

子どもの年齢は赤ちゃんから大人の引きこもりまで広域で、保護者、養育者

として生活の中で起こる不安感や不全感を聴き、来談者の本来もっている

生きる力のリカバリーを応援する。毎月 2 回 10：00～11：30 

〇くららペアレント教室 

ペアレントトレーニングを基本に、障害をもつ家族の関わり方、ことばかけ等

ワーク、ロールプレイ等も活用し行っている。 

太田市障がい福祉課とも連絡をとり、年 2 回（1 セット 6 回で行っている。特

徴として P・T 教室が終了した後も「子育て支援くらら」でケア出来ている事。 

〇講座事業 

地域の市民活動を推奨し、生活クオリティーを高める為「生活に生かせるカ

ウンセリング入門講座」を毎年開講。理論を活かし傾聴活動に役立ててい

る。 

「ペアレント・トレーニング養成講座」は、ペアレント・トレーニングを基本とし

て保護者に寄り添い、子どもとの関わり方を学ぶ。 

〇地域との連帯事業に参加 

太田市各地域の子育て事業の見学、読み聞かせ、また家庭教育のつどい、

福祉シンポジウム等に積極的に参加しコラボレーションを深める。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

活動が長期に渡り続いている事で、幼児期に相談者と来た子どもが成人し

て、現在活動支援者と成っている。又、10 年目の女性は実家のようで安心

する。4 年前に自殺願望のあった青年は昨年障害手帳をもらって仕事に就

いている。P・T を受けた親子には居場所となっている。P・T のアンケートに

は多くの方から保護者が変わったら子どもに変化が見られて嬉しいとの意

見があった。講座事業は学ぶ事で理論的に裏付けされ、スタッフに自信と仲

間意識が生まれ、活動が枯渇しない。スタッフのモチベーションが上がった。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （太田市障がい福祉課より助成） 

 




